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プロジェクト概要 

○ プロジェクト内容 

本プロジェクトは、兵庫県明石市の東播海岸にあり、1980年代終わりに養浜さ  

れた江井島海岸と谷八木地先を中心に、CO2吸収源の回復や拡大を目的とし 

て、以下の活動を実施している。 

江井ヶ島漁業協同組合（以下、江井ヶ島漁協）では、水産資源の回復や海域環  

境の保全のため、海底ゴミ・浮遊ゴミの回収、砂浜・港湾清掃等を長年実施し  

ている。小学校への出前授業である地引網によるアマモ場周辺の生物調査時

に、アマモの食害生物（アイゴ等）を駆除してアマモ場の保全を図っている。 

NPOアマモ種子バンクでは、2011年より江井ヶ島漁協の協力の元、江井島海岸  で

採取したアマモの種子を養生保存し、ルール※）に則り希望者に提供して、  各

所のアマモ場の創出に寄与している。また、地引網によるアマモ場の生息生  物

の四季調査も実施しており、アマモの食害生物を駆除している。 

東洋建設株式会社では、2001年11月にアマモが点在していた谷八木地先の被度   

0の区画で播種によるアマモ場造成を実施した。その後の継続調査を江井ヶ島  漁

協、NPOアマモ種子バンクと協力して実施し、アマモ場面積の拡大を確認し  てき

た。2011年以降は、江井ヶ島漁協所属の漁師を中心に、漁業をする傍らア  マモ

の生育状況、漁獲高による生息生物の確認を続けている。 

更に2022年12月には東播海岸で比較的アマモが少ない魚住地先で、播種による  

新たなアマモ場の創出を図っている。 

※）藻場の復元に関する配慮事項（環境省、2004）の「遺伝的攪乱の防止」お  

よびアマモ類の自然再生ガイドライン（水産庁・マリノフォーラム21、2007）  

の「アマモの遺伝的多様性を基に設定した種苗の移動禁止ライン」 

○ クレジットを取得する理由 

3海岸地先でのCO2吸収源としてのブルーカーボン生態系の回復や拡大のため、  

新たなアマモの播種活動の開始を含め、プロジェクトの継続、拡大に活用す

る。 

○ クレジットを取得することによる、気候変動緩和策の継続・拡大への具体的  

な計画や見通し 

引き続きCO2吸収源の回復や拡大のため、地引網による生物調査時に食害生物  

の駆除に努める。3海岸地先でアマモの播種を行い、ブルーカーボン生態系の  

拡大を図る。 

` 
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申請対象期間に実施した活動の概要 

①藻場保全・維持活動（地引網による生物調査、潜水調査ほか） 

【実施者】NPOアマモ種子バンク、東洋建設株式会社、江井ヶ島漁業協同組合 

【活動回数】9日 

取組詳細／実施日／参加人数 

江井島海岸_秋季調査（地引網による生物調査等）／2022.8.28／ 8名

魚住地先播種事前調査／2022.11.25／8名 

江井島海岸_冬季調査（地引網による生物調査等）／2022.11.27／約20名  

魚住地先播種シート敷設／2022.12.14／8名 

江井島海岸_春季調査（地引網による生物調査等）／中止／－ 

谷八木・江井島・魚住_藻場面積調査（ドローン空撮）／2023.5.9／5名  

江井島海岸_夏季調査（アマモ種子採取、地引網による生物調査等）／ 

2023.6.4／約40名 

谷八木・江井島・魚住_潜水調査／2023.6.7-9／延べ24名 

②SDGs推進組合として、小学校への質の高い出前授業を実施した。また、アマ  

モ場周辺の生物調査を行った。 

②-1地引網による藻場生息魚類のモニタリング 

【実施者】江井ヶ島漁業協同組合 

【活動回数】5日 

取組詳細／実施日／参加人数 

地引網生物調査（園田南小学校）／2022.6.10／約130名 

地引網生物調査（明石小学校）／2022.6.30／約100名

地引網生物調査（二見西小学校）／2022.10.5／約100名 

地引網生物調査（江井島小学校）／2022.10.6／約100名 

地引網生物調査（錦浦小学校）／2022.10.14／約100名 

②-2藻場保全のための清掃活動・再資源化 

【実施者】江井ヶ島漁業協同組合 

【活動回数】58日 

取組詳細／実施日／参加人数 

①海上清掃（海底ゴミおよび浮遊ゴミ）／2022.9.10／約30名 

②砂浜・港湾清掃／延べ52日／233名 

③海上廃プラごみ再資源化立案／2022.9.24-28／約50名 

プロジェクト実施開始日 2001年11月～現在 
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方法論1 

 
①対象生態系面積の算定方法 

【生態系】海草 

【藻場】アマモ場 

【構成種】アマモ 

②クレジット認証対象期間 2022年06月10日～2023年06月09日 

 

 

 

 

 

 

 
③対象とする面積 

【面積】

1.517(ha) 

【面積の算定根拠】 

○ 調査実施日：2023.5.9（ドローンによる空撮）、2023.6.7（潜水士による  

コドラート調査） ○対象位置：兵庫県明石市大久保町谷八木地先 

○ 面積・被度把握に用いた調査手法： 

ドローンにより撮影した空中写真と潜水士によるコドラート調査 

○ 対象生態系の判断方法と面積・被度階級の判別方法 空中写真から得たオル

ソ画像に20mメッシュを設け、メッシュごとに潜水調査結果、空中写真から得  ら

れる藻場分布状況からアマモの被度１～５を推定した。被度ごとにメッシュ  数を

カウントし、被度割合を乗じて、実勢面積を算出した。 

○ 活動範囲の判断理由： 

特に岸沖方向の活動範囲は潜水調査範囲に基づいた。 

【面積の資料】 

添付資料2023年度_面積の算定根拠.pdf 

 

 
 
④吸収係数 

【単位面積あたりの吸収量】

4.9 

【単位面積あたりの吸収量の算定根拠】 

文献値（「浅海域における年間二酸化炭素吸収量の全国推計」）を参照 

【単位面積あたりの吸収量の資料】

添付ファイルなし 

 

⑤吸収量算定方法 

【計算に利用した式】

式1 

【算定結果（吸収量）】

7.433(t-CO2) 

 

 

 

 
 
⑥確実性の評価 

【対象生態系面積の評価】

90% 

(面積：1.517(ha)×評価：90%) 

 

【吸収係数の評価】 

   70% 

(吸収係数：4.9×評価：70%) 

 

 
⑦調査時に使用した船舶の情

報 

【船舶の種類】 船外機船（11kW / 15PS 程度） 

【台数】 1隻 

【稼働時間】 4.00(h) 

【出力】 30.00(kW) 

【燃料の種類】 ガソリン 

【CO2排出量】 0.058(t-CO2) 
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方法論1 

 

 

 

 
⑧ベースラインの設定方法

妥当性とその量 

【CO2吸収量】

0.03(t-CO2) 

(面積：0.01(ha)×評価：90%)×(吸収係数：4.9×評価：70%) 

【設定した根拠】 

昨年度申請と同じ2001年11月の谷八木地先での播種によるアマモ場造成時を  

ベースラインとし、2004年1月のグーグルアースの空中写真から設定した。な  

お、藻場面積の算定方法を昨年度から変更したため、今年度の方法で算定しな  

おしたが、数値に変更はない。 

【資料】 

添付資料2023年度_ベースライン面積の算定根拠.pdf 

⑨クレジット認証対象の吸収 

量 
4.594(t-CO2) 
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合計のクレジット認証対象の吸収量 

 

4.5(t-CO2) 

 


